
 近年、食の価値観が多様化し、食環境は軟食化・ファーストフード化が一気に進み、硬い食品を嫌い、軟らかい食品を好む傾向にある。 

その結果、「噛めない子ども」、「飲み込めない子ども」が増加し、社会問題となっている。噛んでも食べられないものがある若者の食環境・

栄養状態・口腔環境・咀嚼様相の実態を知り、把握することで、その関連性について明らかにすることを目的とする。本研究により噛んで

も食べられないものがある若者の食環境・栄養状態・口腔環境・咀嚼様相との関連性が明らかになれば、口腔機能の発達・維持・支援に生

かすこと可能になるものと期待される。 
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